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＜山あり、谷あり＞

新駅は必要か▽多額の負担に耐えられるのか▽跡地の有効活用は―。課題山積で進展が望め

ない中、国は JR 有休地の早期処分を閣議で決定、平成１５年度までに処分をと関係機関に通告し

ました。吉川市はこれに先立って跡地に新駅設置を要望、跡地と一体で周辺の開発を進めたいとの

意向を表明していましたが、資金負担のメド、隣接駅との距離の短さ、駅勢圏の弱さなどで道筋は

見えない状況でした。この問題にどう向き合うのか。区長制度の廃止を求めて、市長選に挑戦した

私にとっても、議員の立場からも避けることの出来ないテーマでした。

＜市民負担ゼロの方策＞

国交省鉄道管理局。当時の清算事業団（西新橋）。JR 東日本大宮支社など担当の責任者と何度

も会い、それぞれの基本的立場や考えを掌握。旧知の政治家や JR 幹部の助言も得ながら事態打

開の方策を模索しました。

▽JR には企業にとっての新駅の利用価値の認識、増線分の自己負担の明示を求め、▽運輸機

構（清算事業団）には思い切った「開発利益」の地元還元をと要求。土地区画整理事業計画に際し

ては▽減歩率 50％以上とすること。▽JR グランドは現価で市に譲渡することをレイクタウンや近隣

の開発の実状なども調査した上で強く求めました。その一方で吉川市の財政力がいかに弱小かを

訴え、JRや運輸機構の対応によっては反対運動を盛り上げると本気で伝えました。これらの折衝や

意見表明の席には、毎回中堅幹部など数人が同席、メモ。相手側も一議員ではなく、市民を代表す

る貴重な存在として受け止めてくれたように思います。平行して吉川市の担当者とも公式非公式に

意見交換、進言。議会でも継続して取り上げてきました。

＜24年度中に精算と清算＞

新駅は 2面 3線。従来の２線に中線として１線を増設。当面、地震、雨、雪、風などの非常時に活

用するとのこと。▽この増線分関係の費用は全額JRの負担。▽駅舎と２線分のホームなど４９億円

は吉川市と運輸機構が３対７の割り合いで負担。▽市負担の総額は１５億～１６億円になる見通し。

▽運輸機構は新駅関係で３４億円、跡地の基盤整備費で８５億円前後、計120億円前後を負担する

ことに。自由通路、広場など６ヶ所のモニュメント、壁画の費用も盛り込まれています。

最終的な精算と清算は２４年度になりますが、吉川市の負担額は JR グランド（２，８ha）を現価で購

入（１㎡２万６千５百円）出来たことから、事実上市民の負担はゼロで実現することになります。三郷

側の武操跡地（５０ha）は３６１億円で民間に売却。これと対比しますと「１２０億円」は減歩率では５

０％強に当ることもご紹介しておきます。ご関係のみなさんのご尽力と英断に感謝申し上げます。

吉川市は開業日前日の３月１６日に記念式典を予定。新駅舎とともに駅前広場（東口は暫定）、自

由通路もオープン。自由通路には人間国宝 室瀬和美氏（金のナマズの製作者）の壁画も。

グランドデザインは不明。アクセス道路は未整備。周辺開発も頓挫。利用客の少ないさびしいスタ

ートになりますが吉川市の第５次総合振興計画では新駅は複合新拠点の核としての位置づけ。

明日に向かって、さらに知恵を出すことが求められています。区切りの中間報告です。(いとう記)
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『
産
廃
団
地
化
』
を
防
ぐ
、

有
効
な
対
策
を
！

い
な
が
き

茂
行

小
松
川
工
専
地
区
に
、
産
業
廃

棄
物
中
間
処
分
業
『
㈱
エ
ス
オ
ー
テ

ィ
ー
』
が
進
出
す
る
。

県
の
産
業
廃
棄
物
指
導
課
で
、
許

可
審
査
手
続
き
中
だ
っ
た
が
、
１２

月
１３
日
に
完
成
検
査
が
行
な
わ
れ
、

年
内
に
も
結
果(

許
可)

が
通
知
さ

れ
る
見
込
み
。

再
々
説
明
会
で
も
住
民

の
納
得
を
得
ら
れ
ず

こ
れ
ま
で
、
地
域
説
明
会
の
後
、

再
説
明
会
を
２
回
実
施
さ
せ
、
事

業
者
と
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
た
。

エ
ス
オ
ー
テ
ィ
ー
は
、
屋
根
に
代

わ
る
防
塵
ネ
ッ
ト
・
集
塵
機
・
散
水

施
設
等
を
新
た
に
設
け
る
他
、
機

器
の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
強
化
し
、
粉

塵
の
発
生
を
出
来
る
限
り
押
さ
え

る
と
し
た
が
、
市
民
の
理
解
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
。

県
の
指
導
で
は
、
『
中
間
処
分
施

設
は
、
原
則
と
し
て
建
屋
内
に
設
け

る
こ
と
。
』
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
、

屋
根
が
出
来
な
い
立
地
で
の
事
業

は
行
う
べ
き
で
な
く
、
ま
た
こ
れ
以

上
の
産
廃
団
地
化
は
認
め
ら
れ
な

い
。
屋
根
付
き
の
建
物
が
建
て
ら
れ

る
場
所
で
の
操
業
を
す
べ
き
。
と
主

張
し
、
進
出
の
再
考
を
求
め
た
。

ま
た
吉
川
市
は
、
業
者
に
対
し
、

一
歩
踏
み
込
ん
だ
強
力
な
指
導
と

折
衝
を
行
う
と
と
も
に
、
県
に
は
、

市
民
が
進
出
反
対
の
意
向
で
あ
る

こ
と
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
を

要
求
し
て
き
た
。

進
出
反
対
の
署
名
、

一
万
人
を
超
え
る

こ
の
間
、
県
の
産
業
廃
棄
物
指

導
課
に
出
向
き
、
県
議
と
と
も
に

許
可
を
下
ろ
さ
な
い
よ
う
話
し
合
い

を
重
ね
て
き
た
。
吉
川
市
の
産
廃
施

設
の
現
状
、
近
隣
事
業
者
・
住
民
の

被
害
の
実
態
、
こ
れ
以
上
の
産
廃

施
設
は
い
ら
な
い
と
い
う
市
民
の
願

い
を
直
接
訴
え
続
け
て
き
た
。

県
の
態
度
は
、
『
気
持
ち
は
理
解

で
き
る
が
、
や
は
り
法
に
沿
っ
て
判

断
す
る
し
か
な
い
。
市
の
個
別
の
事

情
は
市
で
解
決
し
て
ほ
し
い
。
』
『
事

業
者
か
ら
の
計
画
変
更
等
が
な
け

れ
ば
県
は
動
け
な
い
。
』
と
主
張
。

膠
着
状
況
の
中
、
市
民
グ
ル
ー

プ
が
署
名
活
動
を
実
施
。
市
民
１

万
１
千
人
の
声
を
直
接
、
県
へ
届
け

た
。
一
方
、
市
の
動
き
は
鈍
く
、
効

果
の
な
い
要
望
書
の
提
出
等
ア
リ
バ

イ
作
り
の
よ
う
な
対
応
に
終
始
し
、

進
出
を
許
す
こ
と
と
な
っ
た
。

進
出
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を

出
来
る
限
り
上
げ
よ
！

市
は
、
『
進
出
防
止
の
裁
量
権
が

な
い
。
』
と
言
う
が
、
産
廃
施
設
は

吉
川
市
内
に
設
置
さ
れ
る
。
市
民

の
健
康
と
地
域
の
環
境
を
本
気
で

守
る
と
い
う
、
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
頂
き
た
い
。

今
後
も
想
定
さ
れ
る
特
定
業
種

の
進
出
を
押
さ
え
る
た
め
の
、
『
地

区
計
画
』
や
『
建
築
協
定
』
な
ど
考

え
ら
れ
る
対
策
を
早
急
に
講
じ
る

必
要
が
あ
る
。
市
長
は
日
頃
、
『
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
』
や
『
住
み

良
さ
日
本
一
を
目
指
す
』
と
い
っ
て

い
る
が
、
効
果
の
あ
る
具
体
的
な
取

り
組
み
を
求
め
た
い
。

12
月
議
会
は
12
月
2
日
か
ら
16
日
ま

で
開
催
。
13
議
案
を
全
て
可
決
。

主
な
議
案
は
●
市
条
例
の
一
部
改
正

(

来
年
の
３
月
17
日
の
吉
川
美
南
駅
開

業
へ
向
け
た
東
口
暫
定
駐
車
場
及
び
駐

輪
場
の
設
置
の
他
、
駅
自
由
通
路
の
設

置
に
関
わ
る
条
例)

●
市
の
新
た
な
10

ヵ
年
計
画
と
な
る
第
５
次
吉
川
市
総
合

振
興
計
画(

基
本
構
想)

●
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理(

吉
川
市
連
合
長

寿
会
へ
再
度
指
定)

●
23
年
度
補
正
予

算
に
つ
い
て
。

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
に
4
千
8
百
70
万
円
を
減

額
。
主
な
事
業
で
は
、
子
ど
も
手
当
支

給
△
２
億
７
千
万
円
、
生
活
保
護
事
業

に
１
億
３
千
７
百
万
円
を
追
加
。
そ
の

他
、
障
が
い
者
更
生
援
護
・
予
防
接
種
・

幼
稚
園
就
園
補
助
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
等
運
営(

市
内
３
ヵ
所
目)

・
道
路
維

持
補
修
・
吉
川
美
南
駅
駐
輪
場
事
業
。

臨
時
議
会

11
月

14
日
、
放
射
性
物
質
除
染
の
為

の
除
染
対
策
と
し
て
、
9
千
93
万
円
を

承
認
。
11
月
29
日
、
市
職
員
の
給
与
月

額
の
引
き
下
げ(

給
料
表
平
均
０
．

２
％
、
市
長
も
月
２
千
円)

を
可
決
。

一
般
質
問

①

フ
ッ
素
関
連(

フ
ッ
化
物
応
用
協
議

会
、
フ
ッ
素
洗
口
・
塗
布
及
び
フ
ロ
リ

デ
ー
シ
ョ
ン)

②
産
廃
業
者
進
出
に

際
し
、
市
の
対
応
は
。

(

稲
垣)

①

新
駅
・
跡
地
に
つ
い
て

②
新
庁
舎
建

設
問
題

③
放
射
線
対
策

④
自
転

車
交
通
問
題

(

伊
藤)



環
境
省
は
12
月
19
日
、
吉

川
市
を
汚
染
状
況
重
点
調
査

地
域
に
指
定
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
で
は
三
郷
市
と
吉
川

市
の
み
。
文
科
省
が
９
月
に
航
空

機
か
ら
調
査
。
一
部
基
準
値
を
こ

え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
指
定
を
希

望
。
▽
こ
れ
よ
り
先
吉
川
市
は
11

月

14
日
に
臨
時
市
議
会
を
開
き

除
染
費
用
な
ど
９
千
万
円
余
の

補
正
予
算
を
可
決
。
▽
庁
内
に
放

射
能
物
質
除
染
作
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
が
発
足
。
独
自
調
査
や

要
請
を
受
け
て
除
染
計
画
を
策

定
。
年
内
、
12
月
中
に
以
下
の
９

ヶ
所
に
つ
い
て
表
土
の
除
染
を
実

施
す
る
こ
と
を
決
定
。
（
美
南
中

央
公
園
、
第
２
保
育
所
、
青
葉
保

育
所
、
旧
第
３
保
育
所
、
育
英
保

育
所
、
三
輪
野
江
小
、
北
谷
小
、

中
央
中
、
上
・
中
組
児
童
広
場
）
。

美
南
中
央
公
園
で
は
７
０
０
袋
の

表
土
を
公
園
内
に
埋
め
ま
し
た
。

年
明
け
後
さ
ら
に
保
育
所
、
幼
稚

園
な
ど

12
ヵ
所
に
つ
い
除
染
作

業
。
学
校
給
食
の
食
材
に
つ
い
て

も
検
知
を
行
う
準
備
も
。
し
っ
か

り
ウ
ォ
ッ
チ
し
ま
す
。

新
庁
舎

４
，
５
年
後
に
完
成
か

い
と
う

正
勝

３.

11
の
大
災
害
。
新
し
い
年
は
混

乱
や
シ
ョ
ッ
ク
を
乗
り
越
え
て
、
明

日
に
向
か
っ
て
進
む
大
事
な
年
で
す
。

国
も
県
も
各
自
治
体
も
こ
の
災
害

を
検
証
、
点
検
し
な
が
ら
、
生
き
た

「
防
災
計
画
」
に
と
全
面
的
な
見
直

し
作
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
関
東

圏
に
直
下
型
の
大
地
震
が
発
生
す

る
可
能
性
は
、
過
去
の
地
震
歴
や

地
層
の
分
析
な
ど
か
ら
「
30
年
間
に

70
％
の
確
率
」
よ
り
相
当
高
い
―
防

災
専
門
家
の
間
の
定
説
で
す
。
自

助
、
共
助
、
公
助
。
万
全
の
備
え
が

必
要
で
す
。

吉
川
市
の
防
災
拠
点
は
市
役
所

で
す
。
国
や
県
の
出
先
機
関
、
大
学

や
要
に
な
る
事
業
所
も
あ
り
ま
せ

ん
。
司
令
塔
の
市
役
所
が
揺
ら
ぎ
、

そ
の
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
、
減

災
ど
こ
ろ
か
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
防
災
の
体
制
、
避
難
、
備

蓄
な
ど
実
際
に
即
し
た
備
え
を
再

構
築
す
る
一
方
で
庁
舎
問
題
と
腹

を
据
え
て
取
り
組
む
と
き
が
来
て
い

ま
す
。

庁
舎
建
設
検
討
委
は

２
月
に
ス
タ
ー
ト

市
長
は
新
庁
舎
に
つ
い
て
「
出
来

る
だ
け
早
く
」
と
の
思
い
を
重
ね
て

表
明
す
る
と
と
も
に
、
庁
舎
建
設

検
討
委
員
会
で
の
協
議
結
果
を
踏

ま
え
た
上
で
さ
ら
に
各
方
面
の
市

民
の
意
見
を
聞
き
、
決
断
し
た
い
。

基
本
設
計
、
実
施
設
計
な
ど
順
調

に
行
け
ば
「
完
成
は
４
，
５
年
後
に

な
る
の
か
な
」
と
思
う
と
答
弁
。
担

当
の
部
長
は
検
討
委
の
発
足
は
▽

２
月
を
予
定
。
▽
20
人
の
メ
ン
バ
ー

は
学
識
経
験
者
３
人
、
各
団
体
８

人
、
公
募
３
人
、
市
議
会
議
員
４
人

な
ど
と
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

市
民
交
流
、
文
化
発
信

風
景
に
マ
ッ
チ
も
大
切

防
災
セ
ン
タ
―
と
し
て
の
機
能
と

役
割
。
消
防
本
部
と
の
連
携
。
同

時
に
市
庁
舎
は
隣
接
の
「
お
あ
し

す
」
と
も
連
動
し
て
市
民
交
流
や
文

化
発
信
の
拠
点
。
風
景
に
マ
ッ
チ
し
、

利
用
し
易
い
、
コ
ン
パ
ク
ト
、
オ
ー
プ

ン
、
ス
ピ
ー
ド
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
言

え
ま
す
。
吉
川
に
は
国
、
県
、
各
自

治
体
、
教
師
な
ど
大
勢
の
公
務
従

事
者
を
は
じ
め
各
種
の
専
門
職
、

様
々
な
企
業
、
事
業
所
の
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
た
ち
。
そ
の
Ｏ
Ｂ
と

未
来
を
担
う
若
人
た
ち
が
い
ま
す
。

「
着
眼
大
局

着
手
細
心
」
。
さ
ら

に
い
い
ま
ち
を
目
指
し
、
や
わ
ら
か

い
感
性
で
英
知
を
結
集
し
た
い
と

考
え
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
。
職

員
の
意
識
。
議
会
の
役
割
の
重
さ

の
自
覚
。
行
財
政
全
般
に
わ
た
る

再
チ
ェ
ッ
ク
。
開
発
、
区
画
整
理
事

業
に
市
税
を
投
入
し
な
い
こ
と
も

基
本
原
則
に
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
出

来
れ
ば
高
校
生
、
中
学
生
、
小
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。
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に
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申
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す
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佳
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迎
え
下
さ

い
。



１２月議会一般質問から

～フッ素関連最新の情報～
フッ化物応用協議会
今年の８月よりフッ化物応用協議会が開催されている。委員は医師会・歯科医師会・薬剤師会・

学識経験者・一般市民・草加保健所・各種団体の他フッ化物推進協議会メンバー等計１２名の委員
で構成され、これまで３回の話し合いがもたれました。
３回の傍聴を通して、“始めに結論ありき”の協議会だと感じます。スタートから『フロリデーション

(水道水にフッ化物を添加)の安全性・有効性は認められており、議論する余地はない』との立場の
委員がほとんどで、推進派のための協議会と思われます。
２００３年に水道水フッ化物添加検討委員会(２０名で１２回の協議)が『予防効果があるという認識

を概ね得たが、安全面で共通の認識が得られなかった。時期尚早』との結論が出ており、当然安全
性や必要性・有効性について協議すべきではないでしょうか。

集団フッ素洗口・塗布
日本弁護士連合会より、今年１月『集団フッ素洗口・塗布の中止を求める意見書』が出されました。

この中で集団フッ素洗口・塗布は、虫歯予防の効果も薄く、安全性に問題があり、行政の施策とし
ても違法性の疑いがある。としています。
吉川市では、一部の小学校(北谷・関・旭)と保育園(第２・青葉・育英・つばさ)で実施されています

が直ちに中止すべきだと考えます。虫歯が減り続けている現在(吉川でも３歳・１２歳は１本前後)そ
の必要性も薄く、虫歯予防の方法は歯磨きなど他にもあります。
水道法では、０．８ＰＰＭ以下とされていますが、その９００倍ものフッ素を使うのは危険なことだと

思います。『ぶくぶく』の後、全部吐き出すことになっていますが飲んでしまう子もいるようです。

フロリデーション推進活動
市は、フロリデーションの安全性や有効性について市民の理解を得るため、リーフレットの作成・

出前講座・市民祭りでの体験給水等を行い、情報提供・啓発活動を積極的に進めています。

しかし流される情報は一方的なもので、フッ素の危険性・有害性は無視されており、必要性につい

ても検証されていません。正しい情報を市民に伝えるというのであれば、メリット・デメリットを正確に

伝える必要があると思います。

フロリデーションに反対する理由は①必要性がない。虫歯は減少傾向にあり、虫歯予防は他にも

方法があります。②有害性・危険性がある。斑状歯や骨肉種の増加などの有害性があり、腎機能

の低下した人はフッ素が骨に溜まりやすく、骨がもろくなります。

③無駄、非効率。水道水の９９%は排水として流されます。一人が一日に使う水道水は２５０～３００ℓ

ですが、お風呂・トイレそして炊事に９９%以上が使われます。飲料水は、１%以下。最大の理由は④

選べないこと。命の源となる水道に入れられれば、強制的に飲まされることになります。その他、環

境汚染や事故の心配もあります。ガラスを溶かしネズミやゴキブリを殺す薬としても使われている

『劇薬』を、薄めたからといって水道水に入れるのは、どうかご勘弁を頂きたい。 (いながき記)
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